
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アフリカの先住民であるマサイ族には１年が 365 日という概念がなく、雨季か乾季かで１年を認識するそう

です。自分の生年月日も年齢も知らず、人生を「少年・戦士・成人・長老」の４段階に分け、今は「子ども」

か「大人」かといった認識でそれ以上、細かいことは考えないとか。少しだけうらやましく感じませんか？ 

有利で安定した運気で

す。自然体のまま徐々

にスピードアップして

いくと勘が冴えてさら

に充実するでしょう。 

日頃の努力が実を結

び、信頼を得て新たな

展開が始まり名声を得

られる運気。家族にも

気を配るとさらに吉！ 

あなたの誠意が伝わる

運気です。交渉事や商

談などはもちろん、新

たな計画の提案などに

も力を入れましょう！ 

無計画に事を始めた

り、流れに逆らうと大

切なものを失いやすい

月。首尾よく対処する

ことが安定の元です。 

【相続税は一部の富裕層だけのもの？】 

 

平成２５年度の税制改正により、平成２７年以後に亡くなられた人

から相続税の基礎控除額が引き下げられました。これにより相続税

の課税対象となった被相続人の割合が、前年の平成２６年分に比べ

て 3.6％増加したということが国税庁の平成２８年１２月の発表で

分かりました。発表によると平成２７年中（平成２７年１月１日～

平成２７年１２月３１日）に亡くなられた人は全国で約 129 万人

（平成２６年は約 127.3万人）でした。このうち相続税の課税対象

となった被相続人は約 10.3 万人（平成２６年は約 5.6 万人）で、

課税割合は８％（平成２６年は 4.4％）と前年に比べて２倍近くも

増加しました。近年の相続税の課税割合は４％程度を推移していま

したので、今回の基礎控除額の引き下げによって大幅に増えたこと

が分かります。相続税の課税価格の合計 

は約 14.6兆円で、被相続人１人当たり 

にすると約 1.4億円となっています。ま 

たこれによる相続税の納税額は約 1.8兆 

円で、１人当たりでは 1758万円になり 

ます。相続財産の金額の構成比は土地が 

１番多く 38％で、その他は現金・預金等が 30.7％、有価証券 14.9％、

家屋 5.3％、その他 11.0％となっています。平成２５年度の税制改

正によって課税の対象となる人が増えた現在では、「相続税は一部

の富裕層だけのもの」という考えは見直す必要がありそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永井税理士事務所 

〒504-0906  

各務原市那加桐野外二ケ所大字入会地６番地４ 

エステイタスＫＮ－６ １０１号 

ＴＥＬ：058-380-6336 ＦＡＸ：058-380-6356 

ＵＲＬ：http://www.nagai-zeirishi.com/ 

Ｅ-mail：info@nagai-zeirishi.com 

 

メートルに渡ってセンスの良いアパレルや飲食店などが軒を連ね、脚光を浴びています。

鉄道会社が手掛ける同様の商業施設は景観をいかした改装とこだわり専門店の集合体が

特長で、首都圏のみならず関西でもにぎわいを見せています。その利便性から託児所や

図書館など公共施設への展開もあり、かつてのデッドスペースは可能性を広げています。 

倉庫や駐車場などにとどまっていた鉄道の高架下が様変わりし

ています。昨年１１月にオープンした「中目黒高架下」は約 700 

今月の商売のヒント：【成功の秘訣は「最後まであきらめろ！」】 
 

最後まであきらめるな――。これは成功者の決まり文句です。あきらめずにやり続ければ誰でも成功する。

しかし、あきらめてしまったらそこで終わり。それまでの努力は水の泡。あきらめるのは弱い人間のするこ

とだ。世間にはそんな風潮がありますが、本当に「あきらめる」ことは悪いことなのでしょうか。 

そもそも「あきらめる」には２つの漢字があります。一般的に「あきらめる」と 

いえば「諦める」と書き、その意味は「希望や見込みがないと思って断念する」 

ですが、実は「諦める」の語源は「明らめる」だそうです。 

「明らめる」とは事情や理由を明らかにすること。つまり「諦める」は「明らか 

に極める」から来ているのです。まずは事実や理由をはっきり認識して（明らめ 

る）、その上で状況に合っていなければ断念する（諦める）。この流れが本来の「あ

きらめる」という行動なのでしょう。「最後まで諦めるな」ではなく「最後まで明らめろ」であれば、まさし

く成功の条件だろうと思います。 

うまくいかないことに固執するとおおむね失敗します。そこで諦めて次のチャレンジに目が向かないのは「明

らめて」いないからでしょう。明らめるとは「受け入れる」ことでもあります。うまくいかない理由を冷静

に分析して受け入れなければ、何度も同じことでつまずくのは自明の理。的確な 

判断は理由を分析して状況を把握することで成し得ます。 

どう考えても無理だと「明らめ」たら、すみやかに「諦める」。引き際は企業の存 

続を左右する非常に重要な判断です。明らめるには「心を明るく楽しくして気持 

ちを晴れやかにする」という意味もあります。壁にぶち当たったとき、その壁を 

乗り越えようとする自分を楽しめているかどうか。楽しめていないなら「明らめ 

て」いないのかもしれません。諦めるのが悪いわけではなく、明らめずに諦める夢の途中の行動こそが、そ

れまでの努力を水の泡にしてしまう「もったいない」行為だというわけでしょう。 

【そして生活はつづく】 
--------------------------- 
歌手で俳優の星野源が、文筆で
も才能を発揮したエッセイ集。
彼の手にかかるとつまらない
日常が面白くていとおしい
日々になり、いつの間にか自分
を好きになっている自分に気
付くでしょう。生活にちょっと
疲れている人におすすめです。 


